
（別紙３）

～ 令和7年10月15日

（対象者数） 17名 （回答者数） 15名

～ 令和7年10月15日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・障碍者施設のイベントに参加
フェスタやお祭り・餅つき会などに参加

2

・体育館などの広い施設をお借りしての運動

3

・夏祭り開催
利用者の成⾧を保護者に見ていただく機会にしている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

特になし

2

3

・機械を使ったビジョントレーニング
できた数が数字で出るので子ども達にも今日は記録を伸ばせた
など自分で判断が出来、次回への意欲がわく

・環境設定
季節に応じた壁面作りをしたり、季節の歌を歌ったりして季節
を感じさせている

・体幹トレーニング
隣に隣接する同グループの整骨院の先生が週1回来て、指導し
てくれている。免疫力アップや姿勢改善トレーニング・集中力
アップなどいろんなトレーニングを月々行っていただいている

・収穫体験
同グループの障害者施設で作っている季節の野菜を収穫させて
頂いたり、苗植えや種まきなど多くの体験を行っている

・世代間交流
同グループの老人ホームやデイサービスのお爺さんおばあさん
と歌を歌ったりダンスを披露したり一緒に手遊びなどふれあい
交流を行っている

・同施設との大きなイベント
合同でクリスマス会や運動会などのイベントを行い共有し体験
を広めている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・専門の言語聴覚士や作業療法士が居ない
保育士と指導員が専門職の方に負けないように研修し話し合い
を密に取り組んでいる

特になし

令和7年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 クローバーキッズ矢上

○保護者評価実施期間 令和7年10月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


